
令和４年度採用説明資料

「環境職・生物職」について

令和５年3月



・平成28年から採用が始まった職種

令和５年3月時点の人数
・環境職：5名（内、4名は環境局）
・生物職：5名（内、4名は環境局）

環境職・生物職について

環境職・生物職が主に活躍している「環境局」の
業務について紹介します。



環境局の仕事は2種類に大別

家庭ごみの収集運搬・焼却
処分

事業系ごみの減量・資源化
の推進

新たなごみ排出ルールや、
仕組みの検討

プラスチックごみ削減 等

適正な廃棄物処理

地球温暖化防止施策の
推進

公害防止対策
（大気・水質・騒音等）

自然共生社会づくりの推進
等

環境の保全

・環境局では総合科学(衛生監視・化学・生物・環境・畜産・水産・生命科学・薬学)は

職種の区別なく、多様な業務に従事



環境局の業務に関する大きな方針

総合科学の技術職員が取り組む業務を中心に紹介します

Ⅰ Ⅱ

ⅣⅢ

資源を有効利用し、
ごみができるだけ
発生しないくらしと
社会を目指します。４つの

基本方針



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

神戸市2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言

表明文（市ウェブサイト掲載）

神戸の豊かな自然環境を守り、暮らし

と社会を持続可能なものとしていくた

め、2050年までに二酸化炭素排出実質

ゼロをめざすことを2020年12月に宣言。



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

地球温暖化防止対策における６つの重点施策

（１）脱炭素ライフスタイルへの転換

（２）水素エネルギーの利用促進

（３）電動車の普及促進

（５）産業の脱炭素化の促進

（６）二酸化炭素の吸収・固定

（４）再生可能エネルギーの拡大



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

KOBE COOL CHOICE

無駄が出ない
量り売りの店で購入

太陽光発電と
蓄電池を活用

冷蔵庫にものを
詰め込み過ぎない

照明をLED
に変える

テレビを見ない
時には消す

エアコンは必要な
時のみつける

手洗いから
食洗器に変える



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

KOBEエコアクション応援アプリ「イイことぐるぐる」

・家庭での省エネ、マイボトル利用、つめかえパックの回収な

どのエコな行動を行うとポイント取得できる神戸市公式アプリ

ポイント対象

メニューは

15種類 !!



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

KOBEエコアクション応援アプリ「イイことぐるぐる」

・新機能「イイことコツコツ」を2022年３月より搭載

・電気・ガス等の使用量から二酸化炭素排出量を見える化



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

KOBEエコアクション応援アプリ「イイことぐるぐる」



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

太陽光パネル・蓄電池の共同購入事業

・参加者みんなで同じ製品を購入することで製品単価を抑える

・阪神間の自治体で連携して実施



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

こうべ省エネチャレンジ事業

・市民参加型の省エネ啓発事業で、本年度は冬に開催予定



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

水素社会の実現に向けた「世界初」の実証事業 を支援

ポートアイランド

神戸空港

水素サプライチェーン構築実証事業

水素エネルギー利用システム開発実証事業



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

水素サプライチェーン構築実証事業（つくる、はこぶ、ためる）

褐炭ガス化 液化水素運搬 液化水素貯蔵・荷揚

豪州の未利用エネルギー(褐炭)から液化水素を製造、海上輸送し、日本で荷揚・貯蔵

神戸空港

提供：HySTRA



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

水素エネルギー利用システム開発実証事業（つかう）

実証設備全体図

水素と天然ガスを燃料とする１ＭＷ級ガスタービン発電設備（水素ＣＧＳ）が、世界初の水
素100%によるガスタービン発電により「電気」と「熱」を市街地の公共施設へ供給。

＜実施主体＞

株式会社大林組 川崎重工業株式会社

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)助成事業
「水素CGS活用スマートコミュニティ技術開発事業」

提供：川崎重工業



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

環境への負担の少ない自動車の導入促進

外部給電・神戸モデル



Ⅰ 脱炭素型社会の推進

クリーンセンター（ごみ焼却施設）を活用したごみ発電

港島クリーンセンター（ポートアイランド）

発電した電力は施設の
運営に使われるほか、
余った電力は電気事業
者に売却しています。



Ⅱ 資源循環型社会の推進

「まわり続ける リサイクル」
プラスチック資源に特化した資源回収ステーションを開設

地域コミュニティの創出利用目的を定めたリサイクルの推進



Ⅱ 資源循環型社会の推進

「KOBE ストップ the 食品ロス」運動
フードドライブの推進や食品ロスNOかるた大会の開催

家庭等で余った食べ物をまとめて
地域の福祉団体や施設、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ
に寄付する活動

食品ロスNOかるた大会



Ⅱ 資源循環型社会の推進

市民への啓発活動

・環境情報の発信

・学校教育との連携、人材育成と協働の推進 など

海洋プラごみを用いた啓発オブジェ ふれあいごみスクール

環境職の職員も
取り組みました



Ⅲ 自然共生型社会の推進

大都市でありながら豊かな自然に恵まれたまち神戸

北区・西区の里地里山 六甲山の緑



Ⅲ 自然共生型社会の推進

生物多様性保全の意義

神戸市の重点取組

里山環境の保全・希少種保全・外来生物対策 等



Ⅲ 自然共生型社会の推進

生態系保全に係る新たな施策「環境DNA調査」

・環境中に存在する生物のDNA（環境DNA）を検出

・生物を捕獲せずに、希少種等の調査が可能

生物職・環境職の職員
が取り組んでいます

神戸市の調査実績
ヒダサンショウウオ・二ホンウナギ 等



Ⅲ 自然共生型社会の推進

外来生物対策 「ヒアリ」

・平成29年6月 神戸港経由のコンテナでヒアリ確認

・以降、港湾地域などで継続的なモニタリングを実施

港湾エリアにおける
定期モニタリング

ヒアリ

生物職の職員が
取り組んでいます



Ⅲ 自然共生型社会の推進

外来生物対策 「アカミミガメ」

・明石市等と連携して防除と調査を継続的に実施

・防除活動を実施する団体を支援

生物職の職員が
取り組んでいます

河川での防除活動の様子



Ⅲ 自然共生型社会の推進

生物多様性の普及啓発

・外来生物展示センターの開設

・市民参加型生物調査・外来種防除イベントの実施

生物職・環境職の職員
が取り組んでいます



Ⅲ 自然共生型社会の推進

里地里山の生物多様性保全・再生

・里山放置林や不耕作棚田を整備

・生物多様性保全活動の新たな担い手の発掘

不耕作棚田の整備里山放置林での活動



Ⅳ 安全・安心な生活環境の推進

公害防止対策

公害(大気汚染・水質汚濁・土壌汚染・騒音・振動・悪臭)の防止

解体工事におけるアスベスト測定

環境職・生物職の職員
も活躍しています。



Ⅳ 安全・安心な生活環境の推進

新たな問題への対応「太陽光パネルの問題」

須磨区の崩落現場

・平成30年7月豪雨で市内の新幹線近傍のパネル崩落

・同年12月に太陽光発電施設の設置に関する条例制定

総合科学の職員を中心
にとりまとめ



環境局の業務のやりがいとは？

• 現在だけでなく、将来を見据えた、市民の生
活環境の維持・向上に貢献できる。

• 幅広い職種と一緒に仕事をする必要がある
ことから、様々な知識に触れることができる。

• 新しい社会問題に対して、試行錯誤しなが
らチャレンジできる。



生物職の業務内容等

１．業務内容

・生物多様性保全業務（外来生物の防除、里山保全等）

・地球温暖化の防止、次世代エネルギーの推進

・医療産業都市事業の推進

２．一日のスケジュール（例）

8:45 出勤、メールチェック

9:00 外来生物対策に関する専門家との打ち合わせ

11:00 補助金等の申請対応

12:00 昼食

13:00 学識経験者による生物相調査に同行

16:30 業務委託先の事業者との打ち合わせ

17:30 書類作成等

18:00 退庁



生物職のやりがい

３．やりがい

（１）専門的な知識・経験を持った人とのやり取りが多い

大学の先生やNPOの方、環境コンサル業者などと一緒に仕事できます。

いろんな雑学が聞けます！笑

（２）生物調査、現地視察など現場に出向くことも多い

里山、海、河川、棚田、都市域…様々な場所で活動します。

神戸はいろいろな生態系があり、いろいろな生きものを相手に業務を

進めていくのでおもしろいです！

意外と知られていない「自然が多い」という神戸の魅力を、仕事を通じ

て感じられます。その自然を守るため、日々業務に励んでいます！

（３）市民全員の生活基盤に関わる

生物多様性の保全、温暖化の防止などは、直接的でなくても、全ての

市民の生活を支える基盤を創る・守る仕事です。



生物職の困難を乗り越えた経験等

４．困難を乗り越えた経験等

（１）生物多様性の説明が上手くなってきた

「なぜ生物多様性が大切なの？」のような質問への回答は、なかなか上
手くできませんでした。神戸市での事例や、その市民が身近に感じられる
例を提示しながら、ゆっくり説明することで、納得してもらえること多いです。

（２）正確・迅速な種の見分けが少しずつできるように
例えばヒアリの通報があった時は、直ちに現場へ向かい、ヒアリの疑いが
あるか判断しなければいけません。最初は顕微鏡を使っても全くわからず、
あと少しで、間違った報告をしてしまうところでした。
何回も対象の生物を見て、経験を積むことで、自分が相手にする生物の
見分けが素早く、正確にできるようになってきました。



環境職の業務内容等

１．業務内容

・公害対策（大気汚染・水質汚濁・土壌汚染・騒音・振動・悪臭）

・DX推進（各種届出、事務処理等）

２．一日のスケジュール（例）

8:40 出勤、メールチェック

9:00 届出受付、審査

11:00 市民からの公害相談対応

12:00 昼食

13:00 工場への立入調査、測定、規制基準の順守状況の確認

15:30 報告書作成

16:00 届出スマート化に向けたシステム設定作業

17:30 退庁



環境職のやりがい

３．やりがい

（１）環境保全や廃棄物対策に関する知識が得られる

大気汚染や水質汚濁、廃棄物処理などは、全て繋がっています

（２）現場の立入調査や測定の経験が得られる

大規模工場から町の飲食店まで、現場は多種多様です

事業者と話しながら実際の施設を見て業務を進めます

（３）様々な分野にも触れられる

環境職といっても、環境の知識だけでなく、機械や土木など他の分野

に関わる知識や、行政指導にあたっては法令の知識など、幅広い分

野の知識に触れられて刺激があります

（４）DXによる業務改善

紙やハンコの廃止、届出や事務処理のスマート化を積極的に実施し、

職場だけでなく市民や事業者にとっても利便性を向上させることが、

やりがいに繋がります



環境職の困難を乗り越えた経験等

４．困難を乗り越えた経験等

（１）感覚公害への対応

騒音や振動、悪臭などの感覚公害は、人によって感じ方や影響が大き

く異なる難しさがあります。苦情者及び事業者の間に立ち、現地調査

や測定結果に基づく客観的な判断力、コミュニケーション能力、他部署

との連携能力、粘り強い精神力が鍛えられます。

（２）業務改善

届出や事務処理のスマート化により、移動や郵送に必要なエネルギー

・紙資源の節約が可能になりましたが、一番大切な資源は「時間」です。

業務フローの見直し、エクセル等による自動化など、少し工夫するだけ

で、大きく業務改善できる箇所はたくさんあります。

チャレンジ精神や、周りを巻きこむリーダーシップが大切です。



神戸の未来の環境のために一緒に頑張りましょう！


